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新春号は１月の予定です

テーブルやグリーンを置いて、
まったりティータイム

アウトドアリビングとは、リビングの延長上にウッドデッキやテラスなどを設け、居間同様に生活
空間として利用できるスペース。自宅に居ながらにして、風、光、四季の移ろいなど自然を体感で
き、非日常的な過ごし方を楽しむ事ができます。
暑かった夏も終わり、過ごしやすくなってくるこの季節、さわやかな風を感じながら秋を満喫して
みてはいかがでしょうか。

周りは窓とドアがあるので、天候
も気にすることなくくつろげます

アウトドアリビングを心地よい場所にする為には

◆ 外からの視線を遮るため、背の高いフェンスや庭木などで目隠しをしましょう。
◆ 屋外なので夜の虫対策は必須。白熱電球よりもLEDの方が虫が寄ってこないそうなので、LEDのランタンを置いたり、

外灯もLEDにしましょう。
◆ 是非、自然を感じさせるグリーンを置きましょう。大き目の鉢植えが一つあるだけでも心地よい空間になります。
◆ インテリアは雨に濡れても大丈夫な防水機能が付いてるものが望ましいでしょう。
◆ アウトドアリビングに向いている場所は、よく日の当たる場所です。暗くジメジメした場所では気分も下がりますね。

中庭があれば

出展：shinさん

日差しや雨よけにもなる
タープが気分を盛り上げます出展：sachiさん

大賞 『52ヘルツのクジラたち』〈町田そのこ〉

５２ヘルツのクジラとは―他の鯨が聞き取れない高い
周波数で鳴く、世界で一頭だけのクジラ。たくさんの
仲間がいるはずなのに何も届かない、何も届けられな
い。そのため、世界で一番孤独だと言われている。
自分の人生を家族に搾取されてきた女性・貴瑚と、母
に虐待され「ムシ」と呼ばれていた少年。孤独ゆえ愛
を欲し、裏切られてきた彼らが出会い、新たな魂の物
語が生まれる―。

第2位 『お探し物は図書館まで』〈青山美智子〉

お探し物は、本ですか？仕事ですか？人生ですか？
悩める人々が立ち寄った小さな図書室。
不愛想だけど聞き上手な司書さんが思いもよらない選
書と可愛い付録で人生を後押しします。
明日への活力が満ちていくハートウォーミング小説。

第3位 『犬がいた季節』〈伊吹有喜〉

1988年夏の終わりのある日、高校に迷い込んだ一匹の
白い子犬。「コーシロー」と名付けられ、以来、生徒
とともに学校生活を送ってゆく。
初年度に卒業していった、ある優しい少女の面影を
ずっと胸に秘めながら…。昭和から平成、そして令和
へと続く時代を背景に、コーシローが見つめ続けた18
歳の逡巡や決意を、瑞々しく描く青春小説の傑作。
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第4位『逆ソクラテス』伊坂幸太郎
敵は、先入観。世界をひっくり返せ！伊坂幸太郎史上、最高
の読後感。無上の短編５編。

第5位『自転しながら公転する』山本文緒
東京のアパレルで働いていた都は母親の看病のため茨城の実
家に戻り、地元のアウトレットのショップで店員として働き
始めるが……。ぐるぐる思い惑う都の人生の選択から目が離
せない、共感度100％小説。

第6位『八月の銀の雪』伊与原新
不愛想で手際が悪い――。コンビニのベトナム人店員グエン
が、就活連敗中の理系大学生、堀川に見せた真の姿とは。

第7位『滅びの前のシャングリラ』凪良ゆう
明日死ねたら楽なのにとずっと夢見ていた。
一ヶ月後、小惑星が地球に衝突する。滅亡を前に荒廃してい
く世界の中で「人生をうまく生きられなかった」四人が、最
期の時までをどう過ごすのか。圧巻のラストに息を呑む。

第8位『オルタネート』加藤シゲアキ
東京のとある高校を舞台に、３人の若者の運命が、鮮やかに
加速していく。恋とは、友情とは、家族とは、人と“繋がる”と
は何か。悩み、傷つきながら、「世界との距離をつかむま
で」を端正かつエモーショナルに描く。

第9位『推し、燃ゆ』宇佐見りん
逃避でも依存でもない、推しは私の背骨だ。アイドル上野真
幸を“解釈”することに心血を注ぐあかり。ある日突然、推しが
炎上し――。

第10位『この本を盗む者は』深緑野分
書物の蒐集家を曾祖父に持つ高校生の深冬。父は巨大な書庫
「御倉館」の管理人を務めるが、深冬は本が好きではない。
ある日、御倉館から蔵書が盗まれ、父の代わりに館を訪れて
いた深冬は残されたメッセージを目にする。

1年8ヶ月にも及ぶ蔓延防止と緊急事態宣言がやっと解除されました。社員や職人もほと
んどワクチン接種を終えて、コロナに備えておりました。
暮れには日本製のワクチンや治療薬も出るという事ですが、油断することなくこれから
も手洗い消毒、マスクの徹底は続けていく事が大事なのだと思います。その上で如何に
コロナ以前の状況に戻せるのか考えて行動していきたいと思います。
疲弊した日本もまだまだこれから復活していけるはず。
新たな政権にも明るい日本になるよう期待してエールを送りたいと思います。


